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域 (いわゆるさえぎり領域) では慣性も拡散も有効に働かず効率が極小値をとる｡ この領域での効率を上
昇させる手段の一つとしてエアロゾル粒子に電荷を与えて浦過する方法につき解折を行ない荷電粒子と無
荷電円筒との問に働 く静電気力 (主として映像カ) による捕集効率を理論Ⅰ桝 こ求めた｡ その結果この場合
の効率に及ぼす Re数の影響は少なく, 著者のいわゆる映像カバ′ラメータ (映像力と流体抵抗の比をあら










積した状態へと移行し, 効率, および圧損失は時間とともに増大する｡ 第五章ではこのような非定常浦過





もので, 著者はこの装置について既述の諸理論を応用し, その性能を明らかにし, 設計法を考 察 してい
る｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
気流中に含まれる- ミクロン前後の微小な粒子を完全に近い程度までに分離することは, 原 子 力, 醍
酵, 写真工業などの過程においてしばしば重要な問題となる｡ この日的を達するための一つの方法は気体








衝突, 拡散, さえぎり作用, 重用および静電気力による沈降をとりあげ, それらの機構が単独にまた複合
して作用したときの粒子の捕集効率を理論と実験の両面より詳細に検討している｡ 著者はまず一本の円筒
に両角に気体が流れて来るとき, その気流中に含まれる微粒子が慣性の作用より気流の流線 (円筒まわり
の R e 数により変わる) から偏僑して画 く飛跡を計算し, これにもとづいて種々の条件下の単一円筒捕集
効率を求めている｡ 充填層全体としての捕集効率はこの単一円筒の効率から推定される0
第一章および第二章において著者は上記の手法を用いて慣性およびさえぎり作用による捕集効率の理論















計法を明らかにしたものであって, 学術上, 工業上寄与するところが少なくない｡ よって本論文は工学博
士の学位論文として価値あるものと認める｡
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